
」
博
士
は
、
ア
メ
リ
カ
含
衆
岡
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

で
譲
ハ
衛
史
掌
を
専
攻
し
、
三
洋
考
古
学
お
よ
び
美
術

史
の
権
威
貨
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
故
A
・
サ
ル
モ
ニ

ー
博
士
に
師
購
し
て
、
中
國
お
よ
び
罠
本
の
考
古
学

お
よ
び
美
術
史
に
特
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
　
一
九
五
六
年
以
立
小
、
雷
門
｛
承
都
ゴ
需
鷹
市
に
あ
る
團
【

際
基
齊
教
大
学
の
教
授
と
な
り
、
美
術
…
史
と
考
古
学

を
撫
姦
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
瞬
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
美
術

考
欝
学
を
教
擾
し
て
い
た
。
そ
の
間
、
一
九
五
三
－

四
年
に
は
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
を
得
て
、
日
本

に
留
学
し
、
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
で
観

本
考
古
単
の
研
究
に
専
念
、
ま
た
西
日
本
の
諸
地
域

に
旅
行
し
て
研
究
資
料
を
作
製
し
た
。
圏
際
基
督
教

大
学
に
迎
え
ら
れ
て
か
ら
も
、
北
梅
道
や
東
日
本
潰

地
に
考
古
学
研
究
の
旅
を
か
さ
ね
た
り
、
陶
大
学
構

麹
の
縄
文
時
代
佐
居
祉
の
発
掘
調
査
を
行
う
な
ど
、

ぎ
か
ん
な
学
問
酌
活
動
を
続
け
て
い
る
。
数
年
前
の

蹴
版
、
。
．
日
冨
闘
。
ヨ
。
雛
男
。
簿
蔓
。
囲
冒
も
曽
⇔
、
．
は
、

わ
が
縄
文
土
器
の
綜
合
約
研
究
を
ま
と
め
た
好
望
と

し
て
、
欧
米
の
学
界
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
先
史
時

代
揖
本
文
化
に
関
す
る
彼
の
研
究
は
、
そ
の
臼
本
留

掌
前
か
ら
濟
手
さ
れ
、
十
分
年
撃
の
か
か
っ
た
も
の

で
あ
る
．
も
た
か
つ
て
、
キ
ッ
ダ
…
博
士
勝
、
本
叢

書
申
の
「
日
本
」
を
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
決
し
て
偶

然
で
は
な
い
と
お
も
う
。

　
以
上
の
如
き
経
歴
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
樽

士
は
田
本
人
学
者
の
研
究
を
ひ
ろ
く
読
ん
で
理
解

し
、
彼
ら
の
業
績
を
正
し
く
評
価
す
る
と
い
う
条
件

を
み
た
す
こ
と
の
娼
来
る
環
境
に
あ
る
。
本
書
の
中

に
、
極
め
て
漸
し
い
資
料
が
す
く
な
か
ら
ず
も
ら
れ

て
い
る
の
は
、
多
く
の
日
本
人
学
詣
が
著
者
の
仕
事

を
助
け
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
臼
本
文
、
欧
文

の
参
照
す
べ
き
論
文
や
著
灘
口
の
リ
ス
ト
も
添
え
て
あ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
臼
本
々
に
も
、
大
い
に
役
立
つ
。

特
に
そ
の
所
論
は
日
本
入
学
看
と
は
違
っ
た
角
度
が

あ
る
の
で
、
　
嘉
碗
の
価
値
あ
り
と
恩
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
光
教
一
）

　
学
界
消
息

　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

七
月
例
会

、
　
七
月
二
鴇
（
土
）
　
於
・
京
大
楽
友
会
館

　
一
覧
近
世
の
観
膏
信
仰
　
　
　
佐
伯
　
寓

　
新
発
見
の
高
旬
麗
古
墳
　
　
　
　
　
有
光
　
教
一

十
月
例
会

　
十
月
一
日
目
ヒ
ニ
）
　
於
「
京
大
楽
友
会
館

　
二
つ
の
学
会
に
嵐
席
し
て
　
　
　
　
宮
崎
　
市
定

　
　
一
刻
際
歴
史
学
会
と
東
方
学
者
会
議
一

　
8
ミ
リ
シ
ネ
映
写

　
　
　
国
　
　
　
関
係

読
史
会
七
月
例
会

　
七
月
九
田
（
土
）
　
於
陳
列
館
演
習
室

　
帝
国
主
義
と
民
主
主
義
　
　

鈴
木
　
良
氏

　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
外
交
　
　
　
彰
　

沢
周
氏

読
史
会
九
月
例
会

　
九
用
十
日
（
土
）
　
於
陳
列
館
演
習
室

　
沖
縄
の
旅
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
横
町
　
健
一
氏

　
欧
洲
の
旅
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
柴
畷
　
　
実
状

競
史
会
十
月
例
会

・
十
湘
八
日
（
土
）
　
於
錬
瀦
館
演
蟹
室
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捕患、

妙
正
勅
語
に
つ
い
て

近
世
初
期
の
大
坂

東
洋
史
関
係

藤
下
　
学
氏

脇
曝
　
　
修
氏

旧
制
大
学
院
例
会

　
九
月
一
〇
日
（
土
）
午
後
二
時
　
陳
列
館
会
議
室

　
「
八
九
四
年
縫
斑
戦
争
と
策
学
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
洪
慶

新
制
大
学
院
例
会

　
七
月
五
呂
（
火
）
午
後
五
時
三
〇
分
　
楽
友
会
館

　
三
代
客
戸
を
め
ぐ
る
諸
問
題
　
　
　
権
原
　
　
郁

　
七
月
二
〇
艮
（
水
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
科
第
二
教
室

　
銀
扇
成
立
に
つ
い
て
の
　
管
見
　
　
谷
口
規
矩
雄

　
な
お
終
了
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
臨
発
掘
勤
調
査
に
鼻
働

　
加
す
る
小
谷
仲
男
氏
の
壮
行
会
を
か
ね
て
懇
親
会

　
を
河
原
町
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
麗
催
、
同
君
の
壮
途

　
を
祝
し
た
。

　
九
月
六
日
（
火
）
午
後
六
時
　
楽
友
会
館

　
明
代
官
田
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
写
象

　
九
月
二
〇
日
（
火
）
午
後
六
時
　
楽
友
会
館

　
私
度
僧
発
生
の
一
側
颪
　
　
　
　
　
藤
善
　
真
澄

西
洋
史
関
係

界
　
　
今
年
は
藤
洋
史
研
究
室
か
ら
数
名
の
方
が
海
外
に

学
　
留
学
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た
り

箪
一
陣
と
し
て
閣
発
さ
れ
る
今
津
晃
助
教
擬
、
・
氷
温

康
視
大
学
院
学
生
の
歓
滋
会
が
七
月
九
日
東
山
荻
で

お
こ
な
わ
れ
た
。
今
津
助
教
授
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
へ
、
・
氷
井
大
学
院
学
生

は
ド
イ
ツ
擁
隔
邦
共
和
国
［
・
ヴ
ュ
　
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
へ

と
そ
れ
ぞ
れ
七
月
下
旬
に
出
港
さ
れ
た
。
な
お
こ
れ

よ
り
先
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
園
・
ベ
ル
リ
ン
自
由
大

学
へ
留
学
さ
れ
て
い
た
野
掛
宜
雄
大
学
院
学
生
が
七

月
中
旬
、
無
審
帰
国
さ
れ
た
。

地
理
学
関
係

人
文
地
理
学
会
　
第
3
7
回
例
会
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
（
龍
谷
大
学
史
学
会
と
共
催
）

　
⊥
ハ
月
二
五
門
口
　
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
図
撚
館
講
淡
室

　
人
ロ
ポ
テ
ソ
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
澄
　
　
元

　
龍
大
所
蔵
「
混
一
彊
理
歴
代
国
．

　
　
都
之
図
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
海
野
　
一
隆

　
商
醐
と
観
光
翻
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
洋
一

　
な
お
別
室
に
大
谷
探
検
隊
関
係
資
料
お
よ
び
将
来

　
品
「
混
一
彊
理
歴
代
国
都
之
図
」
な
ど
の
展
観
が
あ

　
り
、
罷
大
小
笠
原
宜
秀
教
授
の
解
説
が
あ
っ
た
。

人
文
地
理
学
会
　
箪
3
8
回
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
地
理
学
会
と
共
催
）

九
月
一
七
日
（
土
）
　
於
奈
良
女
子
大
学

自
…
然
…
村
と
行
政
村
　
　
　
　
　
　
　
井
戸

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
旅
　
　
　
　
　

石
川

地
域
細
胞
を
指
標
と
し
た
都
市
化
計
測
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
客

考
古
学
関
係

庄
三

栄
吉

静
江

　
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
学

術
調
査
（
第
二
年
度
）

　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
は
、
昨
年
か
ら
の
継

続
事
業
と
し
て
、
　
コ
凧
都
大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
学
術
調
査
㎏
を
お
こ
な
う
た

め
、
七
人
か
ら
な
る
調
査
隊
を
派
遣
し
た
。
隊
長
は

水
野
清
一
教
授
、
隊
員
ほ
陳
顕
明
、
林
巴
奈
夫
、
田

中
重
雄
、
燭
川
幸
治
（
工
学
部
助
手
、
建
築
学
）
、

佐
原
真
（
大
学
院
文
学
研
究
蒋
学
生
、
　
考
古
学
）
、

小
谷
仲
男
（
同
、
東
洋
史
学
）
の
各
氏
。
水
野
隊
長

は
七
月
に
、
本
隊
は
八
月
初
め
に
繊
発
し
た
。
隊
員

か
ら
の
通
信
に
よ
る
と
、
九
月
中
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
仏
教
歯
跡
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
　
○
月
初
め

か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
の
シ
ャ
バ
ズ
ガ
リ
遺
跡
（
昨
年
、

一
部
の
髭
掘
に
よ
っ
て
発
見
し
た
仏
教
寺
院
玩
）
を

発
掘
し
て
、
「
二
月
末
に
燥
園
す
る
。
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